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 会  議  録  

会 議 の 名 称 行田市在宅医療・介護連携推進協議会  普及啓発・研修合同部会  

開 催 日 時 
令和 8 年 1 月 8 日（木）  

 開会：19 時 00 分  閉会：20 時 00 分  

開 催 場 所 産業文化会館  2A 会議室  

出席者（委員）  

氏 名 

松井毅、平野輝利人、山岸克也、江黒徹、青木和宏、前田千穂、

加藤里美、川島治  

欠席者（委員） 

氏 名 

荒木宏、矢那瀬淳一、高松真由美、寒河江涼太、藤村幸子、新井

竜、野口清美、増田和世、堀内規、小林永治、今井和則、河野真

也、出雲秀章、島田由紀子、浅見純一  

事 務 局 
行田市高齢者福祉課地域包括ケア担当  

機能強化型地域包括支援センター緑風苑  

会 議 内 容 

１ .  来年度の研修について  

①開催日時  ②2 回開催の内容  ③テーマ及び具体的な内容  

２ .「行田人」第 24 号の内容について  

３ .「行田人」第 25 号の内容について  

４ .「行田人」についてその他   

５ .次回の作業部会開催予定について  

会 議 資 料 
次第  

そ の 他 必 要 

事 項 

 

主宰者記名  

会  議  録  の  確  定  

松井  毅      平野  輝利人  

     山岸  克也  

確定年月日  令和 8 年 2 月 27 日  
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 発言者   会議の経過（議題・発言内容・結論等）  

 

 

 

 

各委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[開会 ] 19：00 

1.  来年度の研修について  

①  開催日時  

歯科医院の休みが木曜日に設定されているため、平日の開催が

木曜日であれば歯科医の参加が増えると予想される。時期は今

年度と同様夏と秋の開催予定。  

②  2 回開催の内容  

2 回とも同じ内容で開催予定。  

③  テーマ及び具体的な内容  

・来年度の研修の案の一つとして、介護側の現状を医療側に知って

もらうという内容。在宅復帰後に「これが足りなかった」「あれが

必要だった」というケースは多い。必要な介護サービスや環境整備

など、介護側が医療側に何を知ってもらいたいか、またどんな疑問

点があるかをある程度絞って研修の中に盛り込んだ方が良いので

はないか。  

・介護現場の悩み事などを医療側に問いかけながら研修するのも

良いのではないか。デイサービスや介護サービスの現場で一番心

配になるのが医療的な点。介護側が何かを伝えたいというより何

かを聞きたいことが多い。「介護現場を知る。介護の力をチームの

力へ」というテーマはどうか。例として、介護現場を知ってもらい

ながら、医療側から答えるやり取りの場にする。その場で介護側の

疑問点を医師や歯科医師に投げかけて答えてもらう形式。訪問介

護、訪問看護等の発表内容や疑問点をそれぞれ前もって決めてお

いて、5～10 分程度で発表と質問回答の時間にしてはどうか。  

・医療側は治して在宅に返すことがメインで、介護側は在宅に帰っ

てきた後支援することがメインになる。介護側から知ってもらい

たいことや聞きたいことはたくさんあるので、クオリティーの高

い研修が出来るのではないか。訪問入浴や訪問看護等の事業所に

声をかけてもらえれば対応は出来るだろうと思う。  

・今回の研修の中で事例をいくつか上げて、事例の発表は長くせず
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コンパクトに納めて、疑問点を先生方に投げかけて答えてもらう。

一つの事例で発表と回答を合わせて５～10 分程度で交代しながら

回していくのはどうか。リズミカルにスピーディーに流れていく

といい。事前にアンケートを取っておくといいのではないか。  

・ここまでの意見を踏まえて、複数の事業所や職種から事例発表を

して疑問点に答えてもらうという地域ケア会議風の研修会はどう

か。介護側から事例を挙げてコンパクトに発表し、医療側へ質問や

悩み事を投げかけて、医療側から答えてもらうシンポジウム的な

やわらかい雰囲気の地域ケア会議のような研修とする。詳細は後

日検討する。  

2.「行田人」第 24 号の内容について  

（1）1・2 面  

  ・訪問薬剤管理指導内容の紹介  

（2）3・4 面  

・ふらっと研修『薬剤師を知る』報告も合わせて  

  ・通いの場の紹介と PR 

  ・100 歳体操の活動場所の紹介と PR 

3.「行田人」第 25 号の内容について  

（1）1・2 面  

 ・訪問栄養指導内容の紹介  

（2）3・4 面  

・健康フォーラム報告  

・介護事業所やケアマネージャーからの事例提供（問題と対応）  

 ・市や地域包括支援センターに寄せられる市民からの問い合わせ

を参考にした Q＆ A コーナー  

 ・読者が参加できるような介護に関するクイズ  

・高血圧や糖尿病などの疾患に関する健康情報（豆知識）の掲載  

4.  「行田人」についてその他  

行田人のデザインの変更について、色やデザインで季節感を出す、

「在宅医療・介護連携推進協議会の広報誌」という部分をアピール

するためにロゴを入れることを検討する。  
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5.次回の作業部会開催について  

時期は後日検討。  

【閉会】20：00 

 


